
三郷市の課題 自分や市民ができる取組 市で行う取組
三郷駅周辺の渋滞（特に金曜日）一方通行の道路が
多い

なるべく車を使わない、公共交通機関の利用 有料道路開通したが・・・

TAXIが少ない、TAXI GOが来ないため、利便性
が少ない

無駄遣いをしない 交通事業者の誘致

公園の遊具が汚い 市への提言、きれいに使う 公園の環境整備
自治会への参画意識の低さ 積極的参加、意識を変える
三郷の特色で「これ！」というものが少ない お中元やお歳暮の際に使う 特産品の創出PR、広告、ブランディング

水道料金を上げないと水道インフラが維持できない 節水、水道料金を滞納しない
行政コストの削減、公共施設の統廃合、イベントの統
廃合

道路が混んでいる
混雑する時間帯の外出を避ける。公共交通を積極
的に利用する

道路を広く整備する。公共交通を充実させる

バスやタクシーが少ない
混雑する時間帯の外出を避ける。公共交通を積極
的に利用する

交通事業者の誘致施策

夜中にやっているお店が少ない
廃油回収
公園遊具が汚い
夜間の小児病院が少ない

廃油の問題
クリーンエネルギーの意識を持つ。自宅をソーラーシ
ステムへ。電気自動車への切り替え

松戸市をモデルとして何か考えて実行してほしい

三郷市で何か誇れる文化を！イケアやコストコだけ
でなく・・・

シティハーフマラソンや花火大会など市民が一体と
なってできるものを増やす努力あるのみ（その中か
ら何か生まれてくるのでは）

小児科問題。夜間の救急／松戸や越谷へ 病院の建設は、私は医師でないため無理
至急取り組むべき。三郷市の発展のため⇒若い人
（夫婦）を取り込む（一番大事で子育て支援）

交通の渋滞。いまだにいつも混んでいる場所がある 一人ひとりが何か考えていく
至急取り組むべき。新三郷⇒土日のららポート渋滞
（仕方がない面もあるが・・・）

鷹野地区が市街化調整区域のまま（廃材置き場に
なってしまっている）

積極的に気が付いたら行政に連絡する
三郷市を廃材置き場にしてはならない！至急実態
調査せよ！市役所の庁舎デスクでぬくぬくしている
な！（その間に三郷がこわれているのでは・・・？）

ワークショップ意見まとめ
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三郷市の課題 自分や市民ができる取組 市で行う取組

自治体、役所、施設が個々となっていて、連絡先が
分からない

草加市のように自治や団体と協力する。ボランティア
での参加もできるようにする

市や施設病院など連携をはかる。NPOでもよいの
で、夜間対応・外国人などへケアをする（三郷モデ
ル）

伝統文化の衰退
お祭り（イベントなど）への参加をしやすいように考え
る。

バックアップ、他県や他市との協力

外国人の増加
２２人に１人は外国人なので（特に三郷団地）ゴミ出
しなどの方法を教える

語学の強化、多言語への対応、指導

自治体の高齢化、若者の自治への希薄
自治体高齢化により若者の意見が反映されないた
め、若者の参加を呼び掛ける（女性の意見も通りに
くい）

若者たちが参加しやすいように今日のようなイベン
トや意見交換の場をつくる

防災意識の低さ
現在、どこに避難すればよいのかわからない問題が
あり意識を高める活動が必要

外国人の問題や新たな住民の自治会に入っていな
い人などの対応についてSNSなどを使って伝える

夜間中学の設立
ニートや中途退学、外国人の再就職をするために夜
間中学校の設立を支援する

川口市や松戸市などどのようにして設立に至り、必
要があったのかを知ってほしい

廃油等の回収。リサイクル 廃油をできるだけ出さないようにする 廃油の使い道を考える

下水道のインフラ整備 下水道の修理
クリーンエネルギーの普及、廃油処理 自動車をHVに変えようと思う 太陽光エネルギーの普及に補助金をお願いしたい

下水道の整備、公園、図書館、配水 マイクロライブラリーを個人でやろうと思う
下水道の老朽化に対しての対策を早急にお願いし
たい

教育の質を上げる
県の問題になるが、普通科の高校を統合して専門化
のある高校が市内にあるとよい

道路の渋滞、タクシー、バスが少ない
「三郷といったら？」という目玉が商業施設になって
しまう。三郷を盛り上げる。愛着を持てるように

「日本一読書のまち」をもっと広めていけるようにし
たい

若い人たちがもっと意見を言える場を作って盛り上
げたらよい

夜間救急の小児科 行政と民間の連携（NPO法人の立ち上げ）
市街化調整区域が多いため、トラックが多く砂が舞
う

節水 行政コストの削減

ベットタウンのようなイメージ。三郷市内に魅力的な
企業が少ない

三郷のまちづくりに貢献できるような会社づくり運営
をする。自治体との共創

企業誘致の取組み。創業支援

読書のまちをもっとアピールが必要？あまり活動が
見えにくい。吉川「なまずの里」位定着させたい

個別的に発信。コラボレーション共創イベント 読書のまちを強くアピール
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三郷市の課題 自分や市民ができる取組 市で行う取組

三郷の川が汚い ボランティアでの清掃
「泳げる川に戻す」など具体的にイメージできる目標
を作る

三郷といえばららぽーと、コストコしか挙げられずさ
みしい

市街化化調整区域が多く生活環境が悪い。廃材置
き場などになり、騒音や粉塵被害がある

市民ボランティアで草取りや花を育てたり管理する 市街化編入

下水道や歩道、公園などのインフラが遅れている 市民ボランティアで草取りや花を育てたり管理する 国や県から予算を取ってくる
歴史や文化がなく愛着が持てない イベントやサークルづくり 名所づくり、文化財保護
川に囲まれるのにどの川も汚い ごみの分別 規制

バス便が少なく駅が利用できない
住民を増やす（大型開発）。市街化編入、ディベロッ
パーと協力

保育園の定員が少なく、待機児童が多い
住民を増やす（大型開発）。市街化編入、ディベロッ
パーと協力

まちづくりに計画性がなく景観が汚い
ごみを捨てない、家づくりも景観に配慮、ボランティ
アサークルを作る

市長、市職員、議員の意識改革

（大型店舗進出に伴う）地元商店街の衰退、維持
町会・自治会、農業の担い手、高齢化

渋滞、道路問題、新たな公共交通 自動車での移動を減らす（二酸化炭素排出量削減） 交通網の充実（バス運行本数）、交通インフラ

市内でも南北や東西での交流が少ない移動手段が
少ない

地域間で交流するためのイベントを実施する
バス便の改善。必要に応じて市営バスやコミュニ
ティバスを増やす

大規模な開発がされた場所（中央・新三郷・ビアラ）
は発展しているが、そうでない場所（三郷駅・南部）
は少しずつさびれている

今後の市の計画の見える化

大学がない（高校も偏差値は・・・） 大学の誘致。一部施設やグラウンド等でもいい
市内を多くの人が通るが引き留める場所がない。道
の駅とがが必要

渋滞問題を訴えかける

駅周辺開発と少し離れたところの街並みに差がある
ように感じる

現実的に（少子化、人口減少が進んでも）住み続け
られるようなまちにしていく

（三郷市に限ったことではないかもしれないが）カー
ドゲームで貧困の連鎖を止めようということが書か
れていて、とても必要だなと感じた

まず自分が貧困に落ちないように貯金する
貧困糧の子どもへ手厚く支援する。先生に余裕がな
いときめ細やかな対応も難しいと思われる⇒先生が
元気に働けるようにする
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三郷市の課題 自分や市民ができる取組 市で行う取組
（これも三郷市に限った話ではないが）夏が熱くなり
熱中症になってしまう不安が年々高まっている。雨
量も増えている。三郷市も地球の一員として何かし
ていく必要があると感じる

リサイクルや節電を心がける
リサイクルや節電を呼び掛ける。雨量が増えても耐
えられる配水環境を整える

高齢化社会が進んでいる印象。有事の際に援助で
きる人が限られる

地域、近隣に目を向ける。公民館の利用
地域の公民館（自治公民館含む）を利用促進して地
域の交流の輪を広げる

三郷市内に電気自動車専用の充電スタンドが少な
い

戸建ての方はEV充電コンセントの設置。集合住宅
の方はマンション組合等で集合住宅としてコンセント
の増設及び新設を検討する

各公共施設にEV充電スタンドを設置。企業が個人
のEV充電スタンド設置を促し、補助を出す

三郷市内は地域によって生徒数の偏りがある。生徒
数の多いエリア（学校）の方が競争力等が生まれ学
力がUPすることがあるかもしれない

学区域をフリーにしてスクールバスを整備する。各
学校で強みを作る

小児科が少なく、こどもの病院を探すことが難しい 公共病院をつくる。大規模でなくクリニックでもよい

三郷市内でも貧富の差がある印象 三郷市内の企業が地域住民を積極的に雇用 働く場の提供

６０歳以上が働ける場所が少ない
公共施設か市が管理する施設でセカンドキャリアを
スタートできる雇用づくり

平和について考える場が少ない
世界で起きている戦争に興味をもち、自分事として
考える。難民のホームステイなど

平和について考えるワークショップ。難民等を受け
入れているのであれば、、地域の人と触れ合う機会
づくり。難民の受け入れ

インフラの老朽化（八潮市を例に）
油等を流さない。災害があった時に備える（防災トイ
レ等）

予算の獲得、計画の実行。災害対策の市民への周
知、徹底

みさと団地の高齢化 大学生を安く住まわせる。フレイル予防
三郷中央駅前の人気（ベットタウンになっている）（八
潮、流山にはお店がある）

駅前のお店を使う 開発・民間企業誘致。におどり公園の有効活用

子育てしやすい環境（児童館とか）
市内の観光マップと商工会との連携（アピールした
い事業者も多いのではないか）

市内のお店を知ること、発信すること 情報収集で反映。観光マップのアピール

魅力発信（三郷市＝ららぽーとみたいと思われてい
る）

SNSでよいところ発信。三郷市の写真イベントに参
加
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三郷市の課題 自分や市民ができる取組 市で行う取組

持続可能な財政運営の見える化 決算や予算を確認して見識を深める
北本市を例に「財政状況伝えるマン」のような連載を
広報で行う。
財政フレームの公表

商業施設以外に三郷といったらこれ！というスポッ
ト（シンボル）がない

市への提言書を行う 市長へのヒアリングと対策含めた予算組み

子どもの病院（小児科）がない
少子化対策にもつながるので市民を巻き込んで提
言書等で対応する

こどもの医療に目を向けた政策を（現状を知り、対
策する）

流山橋の混雑が解消されていない
有料道路を無料にし、まずは、渋滞の緩和を図る提
言書を出す

有料道路の無償化

さいたま市のようなグローバルの教育の推進がやや
遅れている。お金がない世帯にも平等な教育を！！

さいたま市に見学にいく
さいたま市にヒアリングを行いグローバル化を進め
る

防災に対する異議が市民にまで行き届いていない
（地震の際など）

自治会等のあつまりで周知する
各家庭において、備蓄の必要性を周知する。蓄電池
しかり

調整区域が多く、なかなか開発が進まない場所があ
る

市への提言
他県当で同様の課題を抱えている市区町村にヒア
リングをし、解決を行う

小さいこどもを抱えているシングルマザーなど就職
や転職において非常に厳しい現状がある

自社でシングルマザーも受け入れるようにする
市でもシングルマザーを雇用し、継続雇用をしたら、
補助金を出すなどの対応があるとよい

市民税・物価が高い（スーパーが多く、個人店の倒
産も増えている）

国選品を高くても買う
農家を増やして地産地消（輸送費も減らせる）野菜
の直売所

共働き世帯に旗振りをする時間がない（勤務時間に
間に合わない）

登校班制度を廃止して、各家庭で学校まで送迎する
（学童保育の充実）

シルバー人材などを活用して学校の用務員さんを増
やす。学校の先生を増やす。スクールバスの活用

ごみが多すぎる（川沿いや道路にも捨ててあるし、
家庭から出るごみも多い）

スーパーでそうざいや弁当を買うのを控える
各町会に生ごみを捨てられる場所を作る。プラス
チックゴミの再利用をする。

歩道や自転車道の整備がよくなくて、歩いていて危
険を感じる（自動車の量が多い）

歩道、自転車道の整備、EVスタンドの充実

地震や洪水が起きたときに、体育館の中でプライ
ベートもなく、また自分で家を建てることはできない

備蓄

雑草が多く、二郷半用水も土砂がたまっていて、洪
水が起きたときにあふれると思う

ボランティアでの清掃で雑草を抜いても捨てる場所
に困る

土砂を取り除いてほしい。コンクリなどの整備はしな
くてよい。そのままの風景がよい。
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三郷市の課題 自分や市民ができる取組 市で行う取組

お年寄りが多い地域もあり、外囲人も増えて盗難も
増え、闇バイトも増えて治安が悪い

まだ働きたいお年寄りやシングルマザーなど、外国
人でない日本人が働ける場所の提供や、働くための
バックアップひきこもりの人の精神的バックアップ。

箱物づくりよりも、ソフトの方を充実してほしい

道が不便（夜が暗い、日差しで信号が見えにくい、
自転車専用道路がたりてない）

・反射板やライトの使用
・街灯を増やすための募金

・明かり、街灯を増やす
・道路の整備（信号の見直し（時間等）、白線の確認
（施設の近く）、でこぼこをへらす等）
・電話相談を増やす

公共施設の老朽化（学校が古い、雨漏り、塗装の剥
がれ）

環境保全が足りない（川が近くて危ない、森林が少
ない）

交通整備（信号が少ない、街灯が無い、道がでこぼ
こ、バスが少ない、ミラーが少ない）

・自転車のライトをつける
・手持ちライトを使う
・停止線で止まる習慣やミラーを見る習慣のため交
通集会を開く

・道のでこぼこを直す（無理なら注意書きの看板）
・通学路に人を配置（狭い道など）
・レンタルチャリを増やす（バスの少ない三郷～新三
郷）
・センサー街灯の設置（暗い道）

川が汚い（ゴミ、濁り）
ポイ捨て（公園、駅前、ペットボトル等のごみ）

給食の食べ残し
・給食の準備の時間を決める（食べる時間を増やす）
・給食センターへ定期的に意見をタブレットを使って
送る（調理方法の工夫、味付、量など）

・市が設けた期間に食べ残しを無くすキャンペーン
（呼びかけ、少ないクラス・学年の表彰）を行う。
・「ちょっとでも食べよう」の共通理解を促す（中学生
向け）

高校や大学への教育費の負担（親の支援）
川の汚染・道路の整備
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